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大宮盆栽美術館大宮盆栽美術館

だよりだより
　
『
華
』
は
、
明
治
40
年
に
大
阪
園
芸
会
に

よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
園
芸
雑
誌
で
す
。
前
号

（
２
０
２
０
年
12
月
号
）
に
続
き
、
さ
い
た
ま

市
大
宮
盆
栽
美
術
館
の
収
蔵
品
を
通
し
て
、

『
華
』
と
大
阪
園
芸
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
『
華
』
の
内
容
は
、
盆
栽
を
含
め
た
園
芸
全

般
の
培
養
管
理
の
技
術
的
な
記
事
か
ら
、
盆
栽

道
や
園
芸
に
関
す
る
論
説
、「
盆
栽
文
学
」
や
随

想
、
質
問
や
投
書
、「
雅
界
時
報
」（
情
報
欄
）

と
い
っ
た
多
彩
な
誌
面
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
記
事
と
し
て
、
明
治
41

年
8
月
号
（
第
2
年
第
8
輯
）
の
「
三
樹
園
盆

栽
談
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
大
阪
盆
栽

界
の
草
分
け
の
一
人
で
あ
る
三
樹
園
が
、
大
阪

発
祥
と
さ
れ
る
「
文
人
盆
栽
」
な
ど
の
歴
史
を

語
っ
た
も
の
で
す
が
、
岩
佐
亮
二
『
盆
栽
文
化

史
』（
一
九
七
六
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
幕
末
・
明
治
の
盆
栽
史
を
語
る
上

で
必
読
の
資
料
で
す
。

　

三
樹
園
は
大
阪
に
お
け
る
「
文
人
盆
栽
」
の

本
家
「
草
楽
園
」
で
修
業
し
、
文
人
木
の
指
導

者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、『
華
』
に
は

三
樹
園
が
制
作
し
た
文
人
木
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
当
時
大
阪
で
隆
盛
し
た
文
人
木
の

姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
画
像
①
）。

　

ま
た
、
三
樹
園
と
同
じ
く
大
阪
盆
栽
界
の
草

分
け
で
、
針
金
掛
け
の
〝
創
業
者
〟
と
し
て
「
針

金
撓
（
た
め
）
右
衛
門
」
の
異
名
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
梅
丈
園
の
盆
栽
も
確
認
で
き
、
当
時
の

整
姿
の
あ
り
方
な
ど
が
窺
い
知
れ
ま
す
（
画
像

②
）。
な
お
、
梅
丈
園
に
は
茶
室
が
あ
り
、
定

期
陳
列
会
の
報
告
記
事
な
ど
か
ら
も
席
飾
り
に

趣
向
を
凝
ら
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
40
年
に
発
会
し
た
大
阪

園
芸
会
で
す
が
、
同
42
年
11
月
に
発
起
人
が

減
少
し
、
翌
月
に
は
会
の
事
務
所
と
発
行
兼

編
集
者
が
梅
丈
園
に
変
更
し
て
い
ま
す
（
第
3

年
第
12
輯
）。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
華
』
誌

上
で
は
「
本
会
は
従
来
其
仮
事
務
所
を
高
津
吉

助
園
内
に
設
け
あ
り
し
が
、

吉
助
園
は
今
回
其
業
務
拡
張

の
結
果
市
外
萩
の
茶
屋
に
移

転
せ
し
を
以
つ
て
本
会
も
便

宜
上
左
の
如
く
移
転
し
た
り
」

と
、
そ
れ
ま
で
会
の
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
い
た
吉
助
園

の
「
移
転
」
を
理
由
と
し
て
あ

げ
て
い
ま
す
（
同
前
）。

　

し
か
し
、
明
治
43
年
1
月

号
（
第
4
年
第
1
輯
）
の
「
雅

界
時
報
」
に
よ
れ
ば
、「
日
本

一
の
古
園
松
井
吉
助
園
は
事
情
あ
り
て
今
回
其

事
業
を
廃
し
て
園
を
閉
じ
た
」
と
さ
れ
、
同
園

の
管
理
者
で
あ
っ
た
中
川
喜
三
郎
が
「
名
園
の

や
事
業
も
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
（
第
4

年
第
2
輯
）。『
華
』
の
終
刊
時
期
は
不
明
で
す

が
、
明
治
43
年
10
月
号
（
第
４
年
第
10
輯
）
で

は
、
来
た
る
11
・
12
月
の
2
か
月
間
の
休
刊
が

通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
に
は
、
①
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
事
務
所
を
梅
丈
園

か
ら
他
に
移
転
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
、
②

「
会
費
」
の
整
理
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
、
③
記
者
の
増
加

や
誌
面
の
改
良
な
ど
「
会
務
」

の
「
反
転
」
の
た
め
の
準
備
を

要
す
る
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
こ
れ
以
降
の

『
華
』
を
収
蔵
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
国
会
図
書
館
等
で
も
確

認
で
き
ま
せ
ん
。
現
段
階
の

推
測
と
な
り
ま
す
が
、
明
治

42
年
末
以
降
の
組
織
改
変

（
規
模
縮
小
）
の
流
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
休
刊

の
ま
ま
自
然
消
滅
に
近
い
形
で
終
刊
と
な
っ
た

可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
創
刊
ま
も
な
く

の
間
に
盆
栽
園
が
相
次
い
で
廃
業
す
る
な
ど
、

明
治
末
期
の
盆
栽
界
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
を

知
る
う
え
で
『
華
』
は
格
好
の
資
料
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。　
　
（
当
館
学
芸
員　

林
進
一
郎
）

廃
絶
」
を
惜
し
み
、
吉
助
園
の
事
業
を
継
承
し

て
、「
市
外
萩
の
茶
屋
」
付
近
に
「
中
川
富
貴
園
」

を
開
園
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か

ら
続
く
「
古
園
」
吉
助
園
の
廃
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
明
治
末
年
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

よ
り
具
体
的
に
は
明
治
42
年
12
月
頃
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
点
と
関
わ
っ
て
、
同
じ
く
明
治
43
年
1

月
号
の
「
投
書
」
欄
に
は
、「
大
阪
の
盆
栽
界
、

巌
樹
園
・
赤
松
園
を
失
ひ
、
今
亦
有
名
の
元
老

盆
栽
家
小
林
園
、
吾
盆
栽
界
を
脱
す
、
何
と
な

く
物
淋
し
き
感
あ
り
」
と
、
当
時
、
発
会
時
の

発
起
人
で
あ
っ
た
巌
樹
園
・
赤
松
園
・
小
林
園

も
廃
業
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。ま
た
、

他
の
投
書
で
は
「
一
般
の
不
景
気
に
連
れ
、
大

火
後
の
盆
栽
界
、
茲
両
三
年
以
前
に
比
し
て
甚

だ
振
は
ざ
る

の
感
あ
り
、

此
時
に
当
り

日
本
屈
指
の

古
園
吉
助
は

市
外
に
隠
れ
、

大
阪
吉
助
園

の
名
亦
聞
く

を
得
ず
、
次

で
盆
栽
界
の

元
老
小
林
園
を
失
ひ
、
赤
松
・
巌
樹
・
梅
市
・

三
湖
等
し
く
華
雑
誌
発
起
者
の
名
を
削
ら
る
、

大
阪
盆
栽
界
の
為
め
う
た
ゝ
感
な
き
を
得
ず
」

と
あ
り
、
梅
市
園
や
三
湖
園
と
い
っ
た
発
起
人

た
ち
も
廃
業
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

吉
助
園
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
大

阪
の
盆
栽
園
が
次
々
と
廃
業
し
て
い
っ
た
背
景

に
つ
い
て
は
、
右
の
投
書
か
ら
、
当
時
の
不
景

気
と
、
明
治
42
年
7
月
に
大
阪
市
北
区
で
発
生

し
、
焼
失
戸
数
が
1
万
戸
を
越
え
た
「
北
の
大

火
」
の
影
響
が
窺
え
ま
す
が
、
こ
の
点
は
今
後

よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
明
治
42
年
末
の
組
織
改
変
後
、
同
43

年
2
月
に
は
会
の
規
定
を
改
正
し
、
会
の
目
的

1 月

【
収
蔵
品
紹
介
】

『
華
』（
大
阪
園
芸
会
、
明
治
40
年
創
刊
）
②

さいたま市大宮盆栽美術館　https://www.bonsai-art-museum.jp/ja/

画像①　三樹園の陳列風景[松と霊壁石]
（『華』第 2年第 1輯、明治 41年 1月）

画像②　梅丈園の陳列風景 [松 ]
（『華』第2年第 1輯、明治41年 1月）

大阪園芸会の「幹事」
（明治 43年 10月（休刊）時点）
一樹園 大阪市北区梅田
梅丈園 大阪市北区老松町
中川富貴園 南海電車萩之茶屋停留所南
三樹園 大阪市北区野崎町
翠香園 大阪市曽根崎上
※『華』第 4年第 10輯より。明治 43年２月
より「発起人」から「幹事」体制となった。
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